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あの人が話し出すと授業が止まる1 
 

 

それは、思い出すだけでも重苦しくなる。東京メトロポリタン・ビジネススクールの北大5 

路講師にとっては、苦痛の 3ヶ月だったといえるだろう。 

 

東京メトロポリタン・ビジネススクールでは、修士課程と博士課程の他に、社会人向けの

研修コースを開講していた。期間は 3ヶ月であり、全日制かつ全寮制だった。ＭＢＡのエッ

センスを集中的に学ぶことができることや、3ヶ月の間、他の参加者と寝食を共にするため、10 

人脈をつくることもできることから、定員はいつもいっぱいだった。 

クラスは 40名で構成され、参加者はさまざまなバックグラウンドをもっていた。平均年齢は

約 40歳。当然ではあるが、企業派遣が 9割を超えていた。 

 

講師の北大路は、企業での勤務経験はなく、国立大学の学部を卒業するとそのまま大学院15 

に進んだ。修士課程を修了した後、海外で博士号を取得し、昨年からこの東京メトロポリタ

ン・ビジネススクールでマーケティングを教えている。博士論文を翻訳したものを日本で出

版したところ、「東京経済新聞賞」を受賞したり、また、学会では研究実績が高く評価されて

おり、北大路はアカデミックな領域で、密かに自負心をもっていた。 

 20 

東京メトロポリタン・ビジネススクールでは、ケースメソッドという教育方法を取り入れ

ていた。それは教師が一方向的に講義をする形ではなく、ケースと呼ばれる事例教材を用い

て、教師がディスカッションリーダーとして参加者の議論を導くことで学びが形成される教

                                                  
11このケースは慶應義塾大学ビジネス・スクール博士・修士課程併設科目「ケースメソッド教授法特論」の教材とするために､

大倉由利子（ケースメソッド教育研究所）が作成した。（2004.12） 

 


